
各
戸
配
布
・
綴
っ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

8月の人口のうごき

出生71 男ろ5 女ろ6

死亡ろ5 z／20 〃15

転入110 z／51 〃59

転出174 ・／85 z／89

世帯 9，060

人口46．941
男22．927
女24．014

‘
1 ll
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罹
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様

お
見
舞
申
上
げ
ま
す

　

J
ぷ
‥
よ
り
ブ
ヤ
に
士
に
I
∧

て
／
こ
Q
と
い
～
～
い
ぶ
ユ
ｙ
づ
、

回
礼
二
千
こ
～
～
…
…
…
一
。
一

毀
ご
ヤ
・
し
ま
さ
る
’
】
ご
二
ぴ
ご

水
公
に
、
府
仄
白
い
よ
ド
ジ

々
が
受
け
ら
衣
ま
し
た
、
い
I
‥

こ
吋
し
、
ト
レ
ト
≒
ま
T
／
・
：
…
・
―
‘
；
″

j
″
―
l
r
I

七
げ
ま
す
。

　

唐
と
ト
た
L
圭
し
て
も
、

先
般
の
虚
二
に
お
き
ま
し
て

特
別
吋
策
委
員
会
－
i
V
J
設
け
ら

れ
、
一
目
も
早
く
復
旧
し
た

い
と
念
じ
て
ト
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
関
係
方
面
へ
の
強

力
な
勁
き
か
け
は
勿
論
の
こ

と
、
市
の
へ
E
機
能
を
あ
げ
て

復
旧
に
邁
進
し
た
い
と
考
え

ま
す
が
、
災
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ん
も
、
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
共
に
手

を
た
ず
さ
え
て
、
自
分
の
f

で
立
』
ろ
う
と
す
る
姿
｛
ご
て

最
も
人
切
な
こ
と
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
何
か
と
御
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
㈹
い
巾
ま
に
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
野
市
金
庫

九
月
一
日
か
ら
発
足

　

ト
・
・
い
ご
＼
ノ
エ
J
．
、
一
’
。
｀
『
、
1
雪

［
ド
ダ
仁
ヤ
ト
ン
ｙ
二
め
て
μ

・
r
即
］
I
賢
／
ご
T
こ
I
失
め

そ
自
利
心
ｙ
イ
’
こ
り
一
に
‥
う
ら

に
附
め
る
こ
と
に
な
‘
o
ま
し
た

　

皆
さ
ん
が
税
～
か
廿
め
ら

れ
る
の
に
ご
部
介
の
よ
い
よ

う
に
各
金
μ
一
叫
関
の
ご
協
力

を
保
て
「
大
野
市
歳
入
企
収

扱
所
」
を
設
け
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
納
税
々
さ
ろ

と
き
は
近
く
の
巌
入
血
取
扱

所
へ
納
税
令
書
を
持
ち
の
』

払
込
ん
で
下
さ
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
愉
悦
の
取

扱
時
間
は
市
役
所
い
執
務
時

間
と
同
じ
で
す
ｙ
、
啓
金
融

機
関
の
執
務
の
ノ
合
も
あ
り

ま
す
の
で
な
ろ
べ
く
そ
れ
ぞ

れ
の
取
扱
所
の
締
切
時
間
内

に
払
込
ん
で
ト
た
だ
く
よ
う

に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

納
税
令
書
は
九
月
一
日
か

ら
は
三
枚
続
き
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
前
に
発
行
さ
れ

た
令
書
で
納
税
さ
れ
る
場
介

八
以
八
ヅ
ド
附
し
く
I
き
阿

え
て
い
た
だ
け
る
二
と
に
y

つ
て
い
ま
す
。
悦
代
八
八
ま
収

ベ
叫
で
宛
～
I
ま
t
y
、
’

れ
は
収
入
に
が
介
よ
ま
い
ｔ
た
心

の
と
ぶ
‥
じ
妁
勺
の
乱
石
も
い

で
す
か
ら
ま
ｔ
へ
閲
に
保
俘
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
各
出
恨
所
で
の
納

税
金
の
収
扱
い
は
従
来
ど
お

り
で
す
。
収
扱
吟
閉
は

々
野
に
川
公
庫

＾
駅
前
支
店

福
柿
銀
行
礼
野
友
店

″
横
町
七
店

”
駅
前
支
店

”
阪
谷
－
y
―
n

北
陸
銀
行
大
野
支
店

1
庄
農
業
協
同
組
鳶

下
庄
″

富
田
″

阪
谷
〃

小
山
〃

乾
側
〃

五
箇
″

ま
ぺ
野
〃

災害の復1日へ相次ぐ現地調査団

白、社両党、農地岫など

　

宍
で
は
大

刀
七
十
大
玉

■ ’－
y
能
I
お

　
1
て
、
’
）
C

洲
｛
に
も
た

る
と
吊
、
に
、

心
旧
ご
吊
を

I
い
で
い
ま

す
が
、
中
ヤ
、

県
に
お
い
て

も
こ
の
た
め

ハ
、
月
十
八
‐
‥

に
ぱ
I
沢
農

岫
肘
尚
尚
建

設
部
長
、
県

耕
個
課
長
岫

化
な
ど
の
▽
汀
六
5
c
：

八
‥
‥
j
十
九
‐
農
休
‐
む
‥
鈴
松

技
。
’
－
”
一
回
五
名
、
県
剛
経
委

員
ニ
‐

八
月
二
十
一
目
自
尺
完
洲

古
川
福
川
一
氏
ら
、
什
八
｛
完

調
査
川
堂
森
い
り
人
氏
ら

連
口
現
地
調
だ
団
が
来
町
し

て
；
3
；
z
：
i
r
＊
H
が
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

巾
内
の
災
出
復
旧
に
要
ま
す

る
費
川
は
約
二
心
屁
r
力
円

に
の
ぼ
る
見
込
で
、
こ
の
う

ち
・
川
の
費
川
で
一
け
う
も
の

　

二
二
六
、
〇
〇
い
F
円
、

県
の
費
川
で
回
・
・
－
－
＾
G

　
　
　

一
、
六
・
一
ゾ
ド
円
。

り
I
．
の
百
川
で
。
ま
‥
‥
う
も
の

　
　

八
一
、
二
、
゛
。
‐
円

と
な
り
ま
塗
。

　

こ
の
よ
‘
り
に
心
旧
の
ま
ベ
ダ

う
’
は
川
の
費
川
ヤ
ま
た
J
、
ぺ
け

れ
。
ぱ
た
ら
た
い
の
で
、
こ
れ

写
0
洲
た
に
に
が
か
え
り
計
画

ｙ
立
て
ら
ま
れ
た
う
え
で
な
け

れ
ば
実
際
の
心
1
0
に
ぱ
碧
ト

出
I
な
い
の
で
す
。

　

牡
し
な
を
要
す
る
復
旧
事

果
は
と
り
あ
え
ず
応
急
処
置

を
講
ず
る
と
共
に
中
央
、
県

へ
も
強
り
に
陳
情
、
交
渉
を

行
い
、
政
来
の
よ
う
な
厦
旧

遅
延
の
な
い
よ
う
対
策
委
員

会
や
設
置
し
て
巧
全
の
策
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

（
写
輿
は
自
民
完
調
た
ぱ
の

二
に
＝
訴
旧
地
係
）

敷
地
問
題
は
審
議
未
了

緊
急
に
災
害
対
策

臨
時
市
議
会

　

新
斤
心
‥
の
敷
地
間
題
今
田

議
す
る
臨
時
巾
議
’
．
”
1
は
ぺ
月

三
日
か
ら
～
ド
ー
目
ま
で
ド

庵
出
帳
所
で
聞
か
れ
ま
し
た

　

巾
政
所
の
位
置
は
巾
民
に

‥
べ
も
関
係
の
深
い
ま
べ
切
な
こ

と
だ
の
で
、
設
立
や
固
か
‥
口

会
［
委
‥
］
長
野
呪
源
氏
）
に

お
い
て
い
ろ
い
ろ
洲
｛
ま
研
究

の
う
え
討
巌
さ
れ
ま
L
だ
が

二
‐
一
‐
の
木
余
ま
議
で
は
そ

の
柚
論
心
俳
f
、
‐
．
缶
議
拉
了

氷
I
‥
吋
砥
が
、
‥
以
か
I
ま
医
の
よ
う

に
選
出
し
て
閉
こ
し
ま
し
た

水
害
対
策
委
員

ふ
d
ま
へ
、
中
山
川
夫

副
〃
八
体
て
右
衛
門

な
は
S
川
忠
直

　
　
　
　

高
叫
χ
‘
四

　
　
　
　

高
田
粕
へ
衛
門

　
　
　
　

川
山
静

　
　
　
　

‐
ｙ
頃
茂

　
　
　
　

に
い
川
三
助

三f

j″

J

　

J－

説明上、新田地区の

水災現場（田流失ろ0ア

ール埋没900アール）

中、東五箇橋の流失現

場附近下、市内神明

附近の泌水

田
々
畑
、
橋
の
流
失
な
ど

　

台
9
六
号
・
本
上
尽
に
こ
の
報

に
緊
張
し
た
八
月
九
‥
‥
‥
、
蛙
一

事
通
過
し
て
ト
ッ
と
し
た
の

も
東
の
間
。
十
二
‐
・
ノ
方
よ

り
降
・
り
出
し
た
雨
は
終
夜
降

り
続
け
木
曽
何
の
豪
雨
と
な

っ
て
、
市
内
到
る
と
こ
ろ
に

被
害
続
出
、
そ
の
総
額
は
三

億
五
千
万
円
を
越
え
、
昭
和

二
十
八
年
の
台
風
十
三
号
に

も
ま
さ
る
大
き
な
爪
あ
と
を

残
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
た
被

山
‥
状
況
を
各
所
管
毎
に
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

一
、
農
務
関
係

　
　

八
三
、
〇
〇
〇
千
円

A
耕
地
七
、
八
八
〇
千
円

　

水
田
流
失
一
九
八
ア
ー
ル

　
　

（
新
田
、
木
の
本
、
中
据

　

猪
島
、
七
板
、
そ
の
他
）

　

畑
の
流
失
二
六
〇
ア
ー
ル

　
　

（
土
布
子
、
新
田
、
そ
の

　

他
）
水
田
埋
没
一
、
一
二

　

　
　
　
ア
ー
少
（
新
田
、
諸
鳥

　

七
板
、
そ
の
他
）

B
用
水
路
三
、
六
五
］
千

　

1
1
1
‐
‐
水
路
の
決
壊
と
流
失

　

二
、
〇
七
〇
m
サ
イ
ホ

　

ン
埋
没
件
水
門
の
決

　

壊
一
件

C
農
道
関
係
五
五
〇
千
円

　

農
道
の
流
失
三
六
〇
m

　

唱
の
流
失
四
9
f
尾
永
見

　

上
黒
谷
、
刈
難
祖
二
）

ニ
、
建
設
関
係

　
　

一
二
、
五
九
〇
千
円

A
川
川
関
係
五
、
四
七
〇

　

千
円
護
岸
の
崩
壊
二
十

　

二
ヵ
所
六
七
二
m
護
巾

　

の
決
壊
四
方

　

そ
の
他
一
件
一
〇
〇
m

B
橋
梁
関
係
四
、
〇
五
〇

　

千
円
橋
の
流
失
九
ヵ
所

　

延
九
五
m
（
上
若
生
子
六

　

ヵ
所
、
庄
林
、
伏
石
、
小

　

黒
見
）
橋
梁
の
流
失
二
力

　

所
橋
脚
沈
下
一
件

C
市
道
関
係
三
、
〇
七
〇

　

千
円
市
道
決
壌
六
二
m

　
　

（
上
若
生
于
、
嵐
、
中
荒

　

井
線
）
市
道
崩
壊
ニ
ヱ
ハ

　

m
（
嵐
、
上
若
生
子
、
阿

　

難
祖
）
路
面
洗
流
九
〇

　

〇
m
そ
の
他

I
ニ
．
林
務
関
係

　
　
　

九
、
四
一
〇
千
円

A
木
炭
関
係
六
六
〇
千
円

　

木
炭
流
失
七
五
〇
俵
…
吠

　

か
ま
の
流
失
二
十
三
怯

　

そ
の
他
十
作

B
木
材
関
係
一
、
四
〇
し

　

千
円
立
木
流
失
一
三
〇

　

石
素
材
流
失
二
、
〇
し

O
石
山
昧
の
崩
廣
及
び

流
失
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（

み
の
又
、
木
お
本
ご

Ｃ
休
道
関
係
五
。
八
五
〇

　

じ
円
路
床
の
流
失
七
力

　

所
二
、
六
六
〇
m
石
垣

　

壊
れ
十
二
ヵ
所
昧
道
の

　

崩
壊
十
七
ヵ
所
五
〇
〇

　

立
方
m
（
イ
慶
壽
、
嵐
。

　

み
の
又
）
橋
梁
。
橋
脚
の

　

流
失
七
件

四
、
そ
の
他

　
　
　
　
　

一
億
一
千
万
円

　

ま
X
稲
冠
水
而
晴
バ
ま
砿
四
へ

　

い
タ
ー
ル
（
乾
卵
、
大
‥
‥
一

　

占
、
堵
鳥
、
ト
神
明
、
そ

　

の
他
）
作
物
の
減
収
ぺ

　

六
四
五
ト
ン
（
二
七
、
円

　

一
七
俵
）
学
校
地
の
流
宍

　

及
び
崩
壊
八
ヵ
所
民
家

　

の
床
ド
ま
泌
水
三
九
九
戸

　

床
上
泌
水
九
四
戸
（
神
明

　

下
、
寺
、
隅
、
下
庄
．
小

　

山
、
上
庄
）

県
関
係
の
被
害
（
市
内
の
岐

　

害
で
県
の
所
管
と
な
る
も

　

の
）
一
億
三
千
九
百
七
十

　

万
円
砂
防
関
係
九
、
七

　

〇
〇
千
円
（
佐
開
、
h
打

改
十
ヵ
所
）
河
川
閉
係
．

厄
づ
．
ま
り
‥
‥
一
ド
川
の
破

ぐ
々
び
決
■
i
＾
－
z
：
：
＞
z
川
し

大
西
八
」
い
m
ま
几
順
燧

川
ま
几
り
剛
ぺ
四
八
じ
m

清
滝
川
ト
ご
こ
門
三
八
五

m
赤
限
川
二
り
所
五
五

m
そ
の
他
の
吋
川
七
り

所
五
五
し
m
県
道
の
疏

大
町
、
び
決
壊
七
五
五
m

一
五
、
与
り
O
千
円
僑

の
流
火
L
陛
三
ま
じ
、
八

〇
〇
r
円
（
東
、
叫
五
湖

噴
、
亥
向
谷
鳴
．
一
眼
杉

橋
、
向
谷
嗅
、
そ
の
他
）

註
（
一
レ
ア
ー
ル
は
約
一

　

反
歩
）

広
報
各
課
め
ぐ
り

税
務
課
の
巻
②

（
問
）
電
源
開
発
で
市
内
に

　

幾
つ
も
発
電
所
が
出
来
ま

　

し
た
の
で
、
巾
の
倣
却
資

　

産
税
が
大
き
く
増
加
す
る

　

と
き
い
て
お
り
ま
す
が
？

（
答
）
そ
う
で
す
。
今
年
は

昨
年
と
く
ら
べ
て
約
二
千
万

円
程
増
え
ま
し
た
ね
。

　

昨
年
は
発
電
所
関
係
だ
け

で
一
六
、
二
（
六
千
円
で
し

た
が
、
今
年
は
三
六
、
七
三

四
斤
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

但
し
こ
れ
は
全
部
が
1
打

波
、
七
板
両
発
電
所
の
新
設

に
よ
る
も
の
で
な
く
、
五
条

方
発
電
所
が
新
設
以
来
六
年

目
に
な
る
の
で
、
こ
の
増
額

分
二
、
六
八
九
千
円
と
勝
山

市
壁
介
発
電
所
か
ら
の
配
分

一
、
八
七
二
千
円
、
計
四
、

五
六
一
千
円
か
含
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　

発
宿
所
関
係
の
償
却
資
唯

税
は
資
産
評
価
格
に
対
し
て

‥
以
初
の
五
年
は
三
分
の
一
、

次
の
五
年
は
三
分
の
二
、
以

後
全
額
が
課
税
標
準
額
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
税
忠
ッ
［
分
の
I
・

四
を
か
け
て
税
額
を
出
し
ま

す
が
、
評
価
格
が
年
々
五
。
パ

ー
セ
ン
ト
償
却
さ
れ
て
ゆ
き

ま
す
の
で
、
昭
和
三
十
九
年

に
は
四
一
、
七
7
り
ソ
ま
円
程

度
と
な
る
見
込
で
す
。

　

（
問
）
そ
れ
で
は
べ
野
心
の

　

閥
一
心
資
産
9
部
を
評
ま
伽
す

　

る
と
ト
／
、
ら
位
に
な
ま
り
ま

　

す
か
・

　

（
答
）
土
地
一
L
二
、
T
O

O
ハ
。
円
家
屋
一
九
七
、
八
〇

〇
万
円
償
却
資
産
（
課
税
り

準
順
）
二
七
六
、
九
」
」
い
し
力

円
、
計
六
四
六
、
八
〇
己
万

円
と
な
り
ま
す
。

　

（
問
）
今
‐
い
は
巾
民
悦
二
期

　

分
の
納
入
で
し
た
ね
。

　

（
答
）
そ
う
で
す
●
巾
民
税

は
六
、
八
、
十
、
一
月
、
川

定
資
産
悦
は
四
、
七
、
十
、

二
月
い
ず
れ
も
川
末
が
納
明

限
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

皆
さ
ん
が
お
帰
り
に
な
っ
た

ら
忘
れ
ず
に
お
公
え
ド
さ
い

　

昨
年
は
五
‐
月
三
十
‐
で
徴

収
率
九
五
％
近
く
納
め
て
い

た
だ
き
、
j
川
的
に
も
良
い

成
績
で
あ
っ
た
の
で
心
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
ト
ろ
と
吋
雌
う
ご
ざ

し
し

買
収
農
地
の
対
価
請
求

　

農
地
法
、
お
よ
び
旧
出
作

　
（
糾
政
広
（
盤
地
改
革
）
の

規
定
に
よ
り
、
政
府
に
買
収

さ
れ
た
盤
・
庖
の
対
価
（
穴
を

）
が
、
ぢ
。
支
払
の
ま
ま
広
箔

肩
の
頃
託
騨
に
削
託
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
対
価
の
支
払
請
求
に

つ
い
て
は
、
市
農
作
課
よ
り

該
j
j
に
T
続
々
な
さ
れ
る

よ
う
通
川
し
て
ふ
り
ま
す
が

ま
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
方
か
す
ま

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
づ
に

が
ち
ぐ
れ
ま
す
と
（
本
甲
十

一
‐
十
ま
で
）
叫
辿
に
か
か

り
ま
す
白
吋
油
粕
を
受
け
ら

れ
た
方
ぱ
、
す
’
べ
や
か
に
于

続
を
さ
れ
る
よ
・
‘
ノ
お
知
ら
せ

ま
‥
E
だ
し
ま
す
。

自
衛
官
志
願
案
内

．
、
応
砕
資
格
昭
和
三
十

　

五
～
月
一
目
‥
現
在
で
満

　

ま
い
ま
八
巌
け
ト
二
十
五
歳
ま

　

で
の
川
り
。
‐

二
、
受
け
刈
間
九
り
一
日

　

か
ら
十
日
十
日
ま
で

三
、
試
験
期
‐
十
列
十
八

　

‥
‥
‥
か
ら
十
一
目
‥
。
八
‐
ま
で

四
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と

　

は
巾
政
所
の
係
ま
で風

見
鶏

几
‐
J
ト
斤
目
は
「
と
し
よ
り

の
ロ
」
で
あ
る
。
各
地
区
で

は
公
民
鰍
、
如
人
会
あ
た
り

が
土
に
な
っ
て
敬
芒
会
を
m

す
は
が
た
が
、
丁
暖
析
巴
し

く
ぬ
緊
凹
の
最
中
だ
し
。
鴎

恰
も
中
心
の
季
節
？
で
T
料

理
の
F
f

混
い
配
咀
も
あ
っ
て
、
十
月

か
十
一
月
頃
に
延
ば
す
ら
し

い
●
▼
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
5

し
た
惟
L
ば
大
刄
絡
伊
な
こ

と
で
、
年
寄
り
の
方
々
に
し

て
は
長
く
生
き
た
感
懐
も
ま

た
新
た
な
る
も
の
が
あ
ろ
う

に
違
い
な
い
。
祝
う
大
た
ち

も
老
人
へ
の
敬
意
と
感
謝
が

ほ
ほ
え
ま
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
、
更
に
あ
す
へ
の

希
望
に
つ
な
が
る
。
▼
と
こ

ろ
で
「
年
寄
り
の
日
」
だ
け

を
、
お
祭
り
さ
わ
ぎ
に
終
え

た
、
で
義
理
が
す
ん
だ
と
。

の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
て
は
た

ま
ら
な
い
。
バ
ヌ
の
中
、
電

車
の
中
な
ど
一
体
ど
う
だ
ろ

う
か
。
▼
最
近
国
鉄
で
は
旅

の
エ
チ
ヶ
ツ
ト
を
守
る
モ
デ

ル
列
車
を
走
ら
せ
る
そ
5
だ

が
、
ご
ア
テ
コ
姿
の
殿
方
や

泗
の
士
で
の
ダ
ミ
声
の
発
散

は
さ
て
お
き
、
ま
ず
老
人
方

へ
の
座
高
の
安
定
を
第
一
に

し
て
も
ら
つ
た
ら
ど
ベ
ノ
ま
た
ろ

う
。
。
▼
ま
し
て
や
家
庭
内
に

お
い
て
若
者
や
壮
年
者
が
、

力
ま
か
せ
に
親
を
き
め
っ
け

た
り
、
人
権
侵
害
に
等
し
い

行
為
に
お
い
て
は
言
語
道
断

で
あ
る
。
▼
多
少
・
老
人
に
随

埋
か
あ
っ
て
も
「
吉
崎
の
嫁

七
ど
し
の
而
」
で
は
な
い
が

誠
汪
が
あ
れ
ば
瓜
方
が
款
わ

れ
る
。
わ
が
国
の
平
均
寺
命

は
男
六
十
四
巌
、
女
六
十
八

歳
に
の
ぴ
た
が
。
生
き
て
悲

し
み
の
ジ
く
な
ら
ん
こ
と
を

年
よ
り
の
人
の
た
め
希
う
も

の
で
あ
る
。
▼
額
に
刻
ま
れ

た
歴
実
の
深
き
足
あ
と
の
し

ま
わ
と
、
底
け
く
も
来
っ
る
彼

方
を
、
嘔
郷
の
眼
ひ
か
り
弱

く
。
霜
さ
ら
に
き
び
し
き
老

人
の
頭
上
に
幸
あ
れ
、
と
祈

る
。



あ
お
も
の
市
を
共
同
で

下
中
野
の
4
8
戸

　

新
農
村
建
設
は
農
村
の
合

言
葉
。
市
内
各
地
で
は
い
ろ

い
ろ
の
計
画
を
た
て
て
研
究

を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
今

度
下
中
野
区
で
は
、
青
果
物

の
計
画
的
集
出
荷
を
行
う
た

め
、
農
家
四
十
八
戸
の
共
同

出
資
で
建
坪
百
六
十
平
方
m

　

（
四
十
八
坪
）
の
共
同
集
荷

場
を
新
設
。
こ
の
ほ
ど
そ
の

店
開
き
を
し
た
。

　

毎
朝
早
く
青
果
物
を
こ
こ

に
集
荷
し
て
市
に
か
け
て
販

売
す
る
も
の
で
、
従
来
各
人

が
市
内
へ
売
込
み
に
出
て
い

た
の
を
共
同
出
荷
販
売
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
た

め
主
婦
た
ち
の
負
担
も
軽
く

な
り
、
労
h
り
の
節
約
と
適
正

な
価
格
の
維
持
な
ど
数
々
の

利
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
市

農
務
課
で
も
こ
の
種
の
施
設

を
も
う
け
農
産
物
の
集
出
荷

を
行
う
よ
う
計
画
中
で
あ
り

市
内
の
青
果
が
一
堂
池
集
め

ら
れ
て
勇
ま
し
い
「
セ
リ
」

の
呼
声
が
き
か
れ
ろ
の
も
間

近
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
写

真
は
下
中
野
共
同
集
荷
所
）

苗
木
の
あ
っ
せ
ん

モ
メ

業林

　

今
年
も
ま
た
碩
林
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
優
良
苗
木
の
ア

ツ
セ
ン
（
昿
晩
）
を
い
た
し

ま
す
。
味
真
野
、
池
田
、
石

徹
白
な
ど
の
生
産
苗
木
で
、

品
種
は
杉
、
松
、
ヒ
ノ
キ
、

キ
リ
な
ど
で
、
御
希
望
の
方

は
九
月
末
日
ま
で
に
、
希
望

苗
木
と
産
地
名
、
数
量
を
林

務
課
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い

　

な
お
苗
木
の
価
格
は
三
年

生
の
松
。
杉
で
一
本
八
円
程

度
、
昨
年
と
大
差
あ
り
ま
せ

ん
。

妊
産
婦
の
検
診

　

姐
婦
全
員
と
、
産
後
三
ヵ

月
ま
で
の
産
婦
の
方
は
必
ず

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
き
九
月
十
四
、
十
五
日

　
　
　

（
午
後
一
時
～
三
時
）

と
こ
ろ
勝
山
保
健
所
大
野

　
　
　

出
張
所

国
民
年
金

　

市
報
八
月
号
で
岡
民
年
金

の
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
九
月
一
日
か
ら
そ
の
裁
定

事
務
が
開
始
さ
れ
ま
す
の
で

手
続
の
方
法
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金

　

受
け
る
資
格

　

七
十
歳
以
上
の
日
本
に
民

で
日
木
国
内
に
住
所
を
有
す

る
者
。

　

こ
の
う
・
ち
他
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
方

は
除
外
さ
れ
ま
す
。
但
し

イ
公
的
年
金
の
額
の
全
部
の

　

支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る

　

と
き

口
公
的
年
金
の
額
が
一
万
二

　

千
円
に
満
た
な
い
と
き

ハ
ユ
的
年
金
が
一
万
二
千
円

　

以
上
で
あ
っ
て
も
そ
の
一

　

部
の
支
給
が
と
め
ら
れ
て

　

い
て
実
際
の
支
給
が
一
万

　

二
千
円
に
満
た
な
い
と
き

I
の
場
合
は
裁
定
の
請
求
が

で
き
ま
す
。
尚
業
務
上
の
障

害
9
障
や
遺
族
傑
障
、
そ
の

他
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
を

受
け
た
た
め
停
止
さ
れ
て
い

る
お
方
は
裁
定
の
請
求
が
出

来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。手

続

1
市
の
民
生
課
よ
り
配
布
す

　

る
老
齢
福
祉
年
金
裁
定
請

　

求
書
に
所
定
の
事
項
（
生

　

年
月
日
、
住
所
、
公
的
年

　

金
受
給
状
況
な
ど
）
を
記

　

入
し

2
右
の
記
載
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
書
類
と
し
て
受
給

権
者
の
戸
籍
抄
本
、
住
民

票
の
謄
本

５
こ
の
外
に
公
的
年
金
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は

　

そ
の
証
書
の
写
し
、
老
齢

福
祉
年
金
停
止
関
係
届
、

お
よ
び
福
祉
年
金
所
得
状

況
届

右
の
書
類
を
市
役
所
を
通
じ

て
知
事
に
提
出
す
る
。

②
障
害
福
祉
年
金
ヽ

　

老
齢
年
金
の
場
合
と
同
様

で
す
が
、
そ
の
外
に
受
給
権

者
の
R
疾
の
状
態
に
関
す
る

医
師
の
診
断
書
を
添
え
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
母
子
福
祉
年
金

　

前
一
一
者
の
場
合
と
同
様
で

す
が
、
そ
の
外
に
次
の
書
類

を
添
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

イ
子
の
戸
籍
抄
木

口
夫
の
死
亡
し
た
日
が
明
ら

　

か
に
わ
か
る
戸
籍
抄
本

ハ
夫
の
死
亡
し
た
当
時
に
お

　

け
る
夫
と
妻
及
び
子
の
相

　

耳
の
身
分
関
係
が
明
ら
か

　

に
ま
わ
か
る
戸
籍
又
は
住
民

　

票
の
抄
本

二
妻
及
び
子
が
、
人
が
死
亡

　

し
た
当
時
、
夫
に
ょ
っ
て

　

生
計
を
維
持
し
た
こ
と
が

　

明
ら
か
に
わ
か
る
游
類

ホ
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一

　

日
的
に
夫
が
死
亡
し
た
と

　

き
は
、
昭
和
三
十
四
年
十

一
月
一
日
に
お
い
て
受
給

権
者
が
子
の
生
計
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
ま
わ
か
る
書
類

へ
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一

　

日
以
後
に
夫
が
死
亡
し
た

　

と
き
は
、
夫
が
死
亡
し
た

　

当
時
、
妻
が
子
と
生
計
を

　

同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が

　

明
ら
か
に
ま
わ
か
る
書
類

　

な
お
通
の
謄
本
又
は
抄

　

本
で
ほ
か
の
こ
と
も
明
ら

　

か
に
ま
わ
か
る
と
き
は
、
全

　

部
に
つ
い
て
同
じ
謄
本
や

　

抄
t
｛
ま
を
つ
け
る
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
住
民
票
そ
の

　

他
の
書
類
に
つ
い
て
も
同

　

じ
で
す
。

功
労
者
の
表
彰

社
会
教
育
法
制
定
＋
周
年

　

社
会
教
育
法
が
昭
和
二
十

四
年
に
制
定
さ
れ
着
々
そ
の

効
果
が
あ
か
つ
て
き
ま
し
た

そ
こ
で
教
育
委
員
会
で
は
法

制
定
十
周
年
を
期
し
て
記
念

式
典
を
挙
行
す
る
と
共
に
、

今
日
ま
で
社
会
教
育
に
功
労

の
あ
つ
た
次
の
団
体
な
ら
び

に
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

下
庄
青
年
団
中
保
支
部

　

青
年
団
活
動
に
精
進
さ
れ

　

特
に
公
民
館
設
立
に
際
し

　

て
率
先
し
て
啓
蒙
と
実
現

　

に
努
力
さ
れ
た
。

田
野
区
交
友
会

　

新
し
い
村
造
り
に
精
進
さ

　

れ
た

酉
勝
原
婦
人
部

　

新
生
活
運
動
を
推
進
さ
れ

　

た
山
内
ま
す
ゑ
（
6
1
）
（
春
日
三
）

　

婦
人
会
幹
部
と
し
て
社
会

　

教
育
の
末
端
浸
透
に
尽
き

　

れ
た

前
田
秋
太
郎
｛
4
5
｝
（
神
明
中
）

郷
土
の
民
芸
を
通
し
て
市

の
文
化
活
動
に
貢
献
さ
れ

た

佐
々
木
早
苗
（
5
6
）
（
阿
難
祖
）

　

婦
人
活
動
に
努
め
ら
れ
た

北
川
勘
三
郎
（
り
）
（
尾
永
見
）

　

公
民
館
、
P
T
A
活
動
に

　

貢
献
さ
れ
た

笹
島
す
さ
を
（
4
5
）
（
西
山
）

　

上
庄
女
子
学
級
講
師
と
し

　

て
よ
く
困
難
な
運
営
に
努

　

め
ら
れ
た

臼
井
喜
代
志
（
5
1
）
（
下
唯
野
）

　

多
年
社
会
教
育
の
指
両
者

　

と
し
て
尽
さ
れ
た

宮
田
す
さ
を
（
5
6
）
（
伏
石
）

　

多
年
公
民
館
活
動
に
貢
献

　

さ
れ
た

　

（
写
真
は
表
彰
の
I
コ
マ
）

郷
土
い
ろ

　

は
か
る
た

越
前
富
士
の
荒
島
岳

　

荒
島
岳
は

標
高
、
五

二
三
m
、
頂

上
に
荒
鳥
神

社
が
あ
る
。

視
界
は
四
方

に
広
く
、
遠

く
北
ア
ル
プ

ス
の
連
山
を

望
み
、
白
山
は
近
く
指
呼
の

間
に
あ
る
。
高
山
植
物
、
野

生
薬
草
の
多
い
こ
と
は
県
内

随
一
。
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ

ン
グ
に
奸
適
で
、
こ
の
辺
一

帯
は
奥
越
高
原
県
立
公
園
で

あ
る
。

蛍
蒼
孝
壽
祭

飼
料
価
値
の
高
い

青
刈
デ
ン
ト
コ
ン

節
子
こ
の
お
ば
け
の
よ
う

　

な
作
物
は
、
な
に
物
で
す

稔
こ
れ
は
ね
、
デ
ソ
ト
コ

ソ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
で
す

節
子
こ
れ
は
何
に
使
う
の

　

で
す
か
。

稔
家
畜
の
飼
料
に
使
・
り
の

で
す
。
昔
は
、
実
を
取
っ
て

家
畜
に
与
え
た
の
で
す
が
、

最
近
で
は
茎
の
ま
ま
家
畜
に

与
え
た
方
が
、
飼
料
価
値
が

高
い
と
い
5
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
の
ま

ま
の
価
一
岨
を
失
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
サ
イ
ロ
に
詰
め
込
む
の

で
す
。

節
子
サ
イ
ロ
と
い
う
と
な

　

ん
で
す
か

稔
北
海
道
の
農
家
住
宅
の

写
真
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

か
お
り
ま
す
か
、
家
の
横
や

畜
舎
の
横
に
は
丸
い
円
筒
の

高
い
も
の
が
立
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
あ
れ
が
サ
イ
ロ
で

す
。

　

地
面
の
上
に
高
く
立
っ
て

い
る
の
が
地
上
式
サ
イ
ロ
で

す
●
こ
の
附
近
で
は
半
地
下

f
l
s
1
4
1
1
g
ま
i
Q
一
f
4
公
を
耳
L
；
l
、
ま
す
7
1

に
与
え
る
生
草
を
そ
の
ま
ま

刻
ん
で
詰
め
込
む
桶
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

　

こ
の
桶
に
青
刈
し
た
デ
ン

ト
コ
ン
を
き
ざ
ん
で
積
込
ん

で
お
く
と
、
生
草
そ
の
ま
ま

の
（
約
二
～
三
割
落
）
価
値

の
高
い
飼
料
に
な
る
の
で
す

節
子
実
取
り
と
、
青
刈
と

　

の
価
笛
は
ど
ん
な
も
の
で

　

す
か
。

稔
実
取
り
で
す
と
∇
し
ア

ー
ル
当
り
（
一
反
）
二
四
〇

胚
（
六
四
貫
）
～
三
七
五
班

ま
で
の
収
穫
が
あ
る
も
の
と

い
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
四
日
に
農
場
の
デ
ン

ト
コ
ン
を
青
刈
し
ま
し
た
が

一
〇
ア
ー
ル
当
り
七
、
一
〇

〇
尨
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た

節
子
一
〇
ア
ー
ル
当
り
の

　

青
刈
収
量
の
標
準
は
、
ど

　

れ
ぐ
ら
い
で
す
か
。

稔
五
、
六
〇
〇
妊
程
度
で

す
ね
。

節
子
そ
う
す
る
と
。
農
場

　

の
デ
ン
ト
コ
ン
は
収
量
が

　

多
か
っ
た
の
で
す
ね
。

稔
そ
こ
で
実
取
り
と
、
茎

取
り
の
収
量
厄
数
を
比
較
し

て
見
る
と
茎
の
方
が
約
三
〇

倍
の
収
量
増
に
な
り
ま
す
ね

節
子
カ
ロ
リ
ー
換
算
で
は

　

ど
・
り
な
り
ま
す
か
。

稔
あ
な
た
も
中
々
細
か
い

一
廓
に
気
が
付
き
ま
す
ね
、
感

心
で
す
よ
。
比
較
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

可
消
化
養
分
総
昂
。

火
六
●
○
～
七
●
○

茎
・
二
～
二
・
じ

　

可
消
化
タ
ン
白

火
八
〇
●
〇

茎
一
六
・
三

　

（
単
位
肛
、
〇
〇
尼
当
り

養
分
）

節
子
そ
う
す
る
と
青
刈
は

　

反
収
が
三
〇
倍
で
す
か
ら

　

青
刈
の
方
が
も
の
す
ご
く

　

収
益
刀
。
廊
る
こ
と
が
ま
わ
か

　

り
ま
し
た
。

稔
某
取
り
の
方
は
飼
料
価

値
の
高
い
上
に
、
嗜
好
に
も

富
ん
で
い
る
し
、
カ
サ
が
あ

る
の
で
家
畜
の
満
腹
感
も
満

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

巾
内
の
畜
産
家
に
災
励
し

た
ト
事
で
す
。

よ
み
が
え
る
郷
土
の
織
物

月
の
売
上

一
億
三
千
万
円

　

俗
に
エ
う
ザ
チ
ャ
万
時
代

も
今
は
夢
、
相
次
ぐ
不
況
に

全
く
鴫
り
を
ひ
そ
め
て
い
た

郷
土
の
産
笑
、
織
物
－
T
？
よ
う

や
く
今
年
に
入
っ
て
輸
出
が

好
転
し
、
日
増
に
活
況
を
呈

し
て
き
ま
し
た
。
生
産
高
も

昨
年
と
比
べ
ま
す
と
、
次
の

グ
ラ
フ
で
わ
か
る
よ
う
に
格

段
の
差
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

織
物
の
う
ち
主
な
も
の
は

人
絹
、
合
成
、
交
織
織
物
で

月
産
四
万
一
千
疋
、
こ
の
織

物
を
ご
げ
る
と
木
ノ
本
原
開

拓
地
が
全
ぶ
か
く
れ
て
し
ま

ト
ま
す
。

　

こ
の
八
割
以
上
が
愉
出
さ

れ
、
人
絹
の
五
割
が
東
出
ア

ジ
ア
で
、
中
近
東
、
ア
フ
リ

カ
へ
、
交
織
、
本
絹
、
ナ
イ

ロ
ン
は
ア
メ
リ

カ
へ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

合
成
繊
維
の

出
現
で
織
物
界

も
大
き
な
転
換

期
を
む
か
え
、

か
っ
て
の
人
絹

王
川
も
今
や
合

成
繊
維
に
急
速

に
切
か
え
ら
れ

新
し
い
時
代
の

1
吹
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

の
び
ゆ
く
水
道

蕨
生
地
■
は
1
1
月
中
に

雨
が
降
る
た
ぴ
に
濁
っ
た
川

の
水
を
眺
め
て
悩
む
主
婦
の

姿
は
痛
ま
し
い
。
飲
料
水
に

な
や
む
人
達
に
と
っ
て
水
道

の
実
現
は
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
’

に
も
似
て
、
心
か
ら
待
た
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

蕨
生
、
水
落
、
佐
開
三
部
落

一
八
〇
世
帯
の
人
々
も
そ
の

一
つ
。
こ
う
し
た
人
達
の
要

望
に
こ
た
え
て
年
々
水
道
事

業
を
お
し
す
す
め
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
は
前
記
三
部
落

の
簡
。
仙
水
道
設
置
に
着
手
し

ま
し
た
。
十
一
月
末
に
は
完

成
の
予
定
で
、
こ
の
工
事
に

要
す
る
費
用
は
全
額
一
、
三

五
〇
万
円
、
こ
の
う
ち
閥
庫

補
助
は
二
八
七
万
円
、
残
り

は
起
債
六
〇
〇
ヵ
円
と
巾
及

び
地
元
負
担
金
で
ま
か
な
ま
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば

巾
制
以
来
設
置
さ
れ
た
水
道

は
延
（
六
一
、
一
九
六
・
二

m
）
と
な
り
、
こ
れ
に
要
し

た
経
費
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

設
置
部
落
数
四
。
部
落

　

戸
数
一
、
四
一
一

　

人
口
七
、
九
八
七

工
事
費
総
額

　
　

七
〇
、
〇
一
三
千
円

　

内
国
庫
補
助

　
　
　

九
、
四
二
〇
千
円

　

県
費
補
助

　
　
　

三
、
五
九
四
千
円

　

起
債

　
　

一
五
、
六
〇
〇
千
円

　

そ
の
他
（
市
、
地
元
負

　

批
）

　
　

四
一
。
三
九
九
千
円

〔
写
真
説
明
〕
改
善
さ
れ

た
タ
イ
ル
張
り
の
台
所
で
働

く
主
婦
の
顔
は
明
る
い
。

　

（
木
の
本
山
本
さ
ん
宅
）

こ
ん
と

文
化
国

「
家
の
中
で
遊
ん
で
は
い

　

け
ま
せ
ん
」

「
ハ
ー
イ
」

「
道
路
は
危
い
か
ら
い
け

　

ま
せ
ん
」

「
ハ
ー
イ
」

「
そ
ん
な
流
行
歌
を
き
く

　

ん
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
」

「
ハ
ー
イ
」

「
駄
目
で
す
。
映
画
の
ポ

　

ス
タ
ー
ば
か
り
見
て
」

「
ハ
ー
イ
」

　

ほ
ち
や
ん
誰
か
泣
い
て

　

る
よ

「
誰
で
す
そ
ん
な
と
こ
ろ

　

で
泣
い
て
い
る
の
は
」

　

ハ
イ
児
童
憲
章
で
す

こ
ん
と

連
続
豊
作

「
居
侯
三
ば
い
目
に
は

　

グ
ッ
と
出
し
」

今
月
の
気
象
予
報

〔
上
旬
〕
全
国
的
に
t
r

巾
人
が
多
い
見
込
で
す
。
北

陸
地
力
は
時
残
暑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
数
日
、
祠
れ

た
り
曇
つ
た
り
の
天
気
か
お

り
ま
し
よ
う
・
気
温
は
旬
を

通
じ
て
平
年
並
、
日
照
は
や

や
少
な
く
、
降
水
最
は
後
半

に
台
風
の
接
近
が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
一
時
多
目
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

〔
中
旬
〕
1
旬
と
同
様
な

大
気
の
見
込
で
す
が
、
気
温

は
や
や
低
目
で
。
降
水
最
、

日
照
は
平
年
並
で
し
ょ
う
。

　

〔
下
旬
〕
月
末
頃
台
風
が

本
土
に
接
近
又
は
上
陸
の
公

算
が
大
き
く
、
曇
、
雨
天
が

多
い
見
込
で
す
が
、
北
陸
地

方
は
北
高
型
の
高
気
圧
で
一

時
晴
天
も
あ
り
ま
し
ょ
う
・

気
温
、
日
照
は
平
年
よ
り
少

な
め
。

「
モ
シ
モ
シ
だ
よ
り
」

◇
近
く
市
役
所
前
に
公
衆
電

話
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
ま

す
・

（
せ
い
ぜ
い
御
利
用
の
程
を
）

◇
宝
慶
寺
部
落
（
山
本
弘
氏

方
）
に
新
し
く
公
衆
電
話
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぽ

る
）

◇
京
福
大
野
駅
前
の
公
衆
電

話
ボ
ッ
ク
ス
が
美
し
く
衣
裳

替
え
さ
れ
ま
し
た
。

（
ペ
ン
キ
塗
り
た
て
御
用
心
）



（1）第6ろ号 市政大野 1959．9．1

哨
一
一
」
麟
辿
圖
洲
四

昭
和

弱
年
度

　

昭
和
三
十
三
年
度
の
市
の

「
財
政
事
情
」
を
次
の
と
お

り
公
表
し
ま
す
。

　

一
、
ま
え
が
き

　

こ
の
財
政
事
情
は
昭
和
5
5

年
度
決
算
の
状
況
で
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
皆
さ
ま
の
ご
認

識
と
ご
理
解
を
賜
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昭
和
3
3
年
度
決
算
の
概
要

昭
和
5
5
年
度
大
野
市
一
般
会

計
決
算
に
つ
い
て
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

前
年
の
財
政
公
表
書
で
説
明

の
と
お
り
3
2
年
度
決
算
に
お

い
て
一
千
七
百
五
十
万
円
の

赤
1
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

赤
字
を
自
主
財
政
再
建
計
画

で
は
3
5
年
度
に
七
百
五
十
万

円
、
3
4
年
度
に
一
千
万
円
償

還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

こ
れ
を
当
初
予
算
に
計
上
し

ま
し
た
が
5
5
年
度
に
て
全
額

を
解
消
し
、
な
お
、
六
十
六

万
四
千
六
百
六
十
一
円
の
黒

字
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

昭
和
5
年
度
一
般
会
計
の
当

初
予
算
は
、
三
億
三
千
五
百

二
十
五
万
五
千
円
で
発
足
し

そ
の
後
逐
次
追
加
し
ま
し
て

最
終
予
算
三
億
六
千
三
百
七

十
三
万
七
千
二
百
円
と
な
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
決
算
は

歳
入
額
、
三
億
二
千
六
百

七
十
一
万
一
千
九
百
九
十

三
円

歳
出
額
、
三
億
二
千
六
百

四
万
七
千
三
百
三
十
二

円差
引
、
六
十
六
万
四
千

　

六
百
六
十
一
円
の
黒
字
と

　

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
消
費
的
経
費
の
節
減

に
つ
と
め
る
と
共
に
事
業
費

に
つ
い
て
は
、
極
力
財
源
の

獲
得
を
は
か
る
等
、
自
主
再

建
計
画
の
方
針
を
な
重
し
て

執
行
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す

が
、
他
面
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
あ
ず
か
つ
て
大
政

な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ

の
機
会

に
深
く

感
謝
申

上
げ
る

次
第
で

あ
り
ま

す今
後
の

財
政
運

き

　

地
方

財
政
再

建
促
進

特
別
措

置
法
の

適
用
を

受
け
て

自
主
財
政
再
建
計
画
を
立
て

財
政
健
全
化
に
最
大
の
努
力

を
傾
注
し
ま
し
た
結
果
、
昭

和
2
9
年
に
生
じ
た
赤
字
三
千

市税1ろ9．238nχ〕

寄付金26．735．a〕0

雑収入55．61a2ろ7

公営企業財産収入7・O57J0m

1；g11ろ．548．595

繰入金81．ろ25

　

計2ろ0．06a155

嬰付a42・〔〕（：x）・000

11出雲ろ8・055．005

農支出金11．616．040

市債42，000．000

　

計1ろろ．669．045

昭和33年度一般会計決算見込額調

歳入

款別 予算額（ィ）収入済額（ロ）収入口歩合ィ

市税
地方交付税
公営企業及
財産収入

使用料及手数料国庫支出全

県支出金寄付合

性収入
府債繰入全

合計

1ろ9，2ろ8，00042，000，000　

7，057，000　

ろ，ろ48，595　
ろ8，05ろ，005　
11，616，040　
26，7ろろ，000　
5ろ，610，2ろZ　

42，000，000　　　81，ろ2ろ

363．737，200

144，616，026

42，ろ79，000　

2，915，ろ94　

ろ，8ろ5，828　

ろ4，145，08〔〕　

9，065，900　

9，551，818

42，085，255

ろ6，ろ00，000　

1，817，694

326，711，993

10ろ．9
100．9　

41．ろ

114．5　
89．7　
78．0　
ろ5．Z　
78．5　
86．4

22ろ．5　
89．8

歳出

款別 予算額（ィ）支出済額（ロ）支出口歩合ィ

　議会費　市役所費　

酒防費　土木費　

教育費
社会及労働施設費　

保健衛生費　産業経済費　

財産費　統計調査費　

選挙費　公債費　

諸支出金　予備費　

合計

　5，068，70048，186，400

11，5∠1Z，100
ろ0，884，200

89，686，9〔〕0ろ1，122，000　

8，226，400
64，ろ97，500　

5，962，000　　ろ80，400　

1，ろ12，200

28，425，900ろ7，667，500　　

870．000
363，737，200

　5，046，64147，206，145

11，154，457

2ろ，601，59188，791，465

ろ0，517，2i：）5　7，470，249

57，978，904　
1，498，4ろろ　　

209，205　　
826，191　

2Z，17Z，8∠15　
24，568，951

326，047，332

99．6

98．0％．6

76．4
99．0
98．0
90．8
90．0
25．1
55．0
6ろ．0
95．6
65．2

89．6

昭和33年度特別会計簡易水道事業決算見込詔

歳入

項目 予算額 収入済額

使用料及手数料国軍支出金

負担金繰入金

市債

雑収入繰越金

合計

　10ろ，ろろ8
ろ，212，500

1，900，000ろ，810，000

6，500，000　　19，162　

　　4，560
15，549，560

　　44，7ろ0　4ろろ，000

1，061，298

1，00ろ，6951，000，000　　

19，565　　4，660

3，566，948

歳出

項目 予算額 支出済額

簡坊水道事業費　公債費　

合計

14，99ろ，149　
556，411

15，549，560

ろ，010，5ろ7　
556，411

3，566，948

五箇診療所

歳入

款別 予算額 決算額 予算残額 訟匹
　診療収入
使用料手数料　

寄附金　繰入金　

繰越金　雑収入　　

計

160，8〔〕0　1，20〔〕　

70，000
222，000　

65，400　1，000

520，400

190，278　　

　0　70，000

1ろ5，000
116，422　
6，881

518，581

△29，478　　　1，200　

　　　　0　　87，000
△51，022
△5，881　　　

1．819

　ろ6．7　

1ろ．5　
26．0　
22．5　

　1．ろ

100．0

歳出

施設費

諸支出金予備費　

計

509，200　8，017　

ろ，18ろ
520，400

474，121　
6，7ろ5　

　　0
480，856

ろ5，079　1，282　

ろ，18ろ
39，544

　98．6　
1．4

　　0
100．0

歳入歳出差引残高ろ7，725円翌年度へ繰越す

富田診療所

歳入

款別 予算額 決算額 予算残 混声

　診療収入使用料手数料　

繰越金　雑収入　

繰入金　　計

1，491，000　　

9，000　
　24，600　　

ろ，000　5ろ0，000

2，057，600

1，611，2ろ7　　
10，870　　
2ろ，ア15　　
1，928　

292，0ろZ
1，939，787

△120，2ろZ

△1，870　　　　
885

　　　1，072　　

2ろZ，％ろ　　

117，813

　8ろ．1　
0．6

　1．2　
0．1

　15．0
100．0

歳出

施設費

諸支出金予備費　

計

2，000，205　　
57，100　　

　　2952，057，600

1，887，1ろ9　
52，648　　

　　0
1，939，787

11ろ，066　4，452　

　295117，813

　97．ろ　
2．Z

　　　O
100．0

歳入歳出差引残高なし

廣和33年度

国民健康保瞼歳入歳出決算額

（単位1千万円）
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八
百
二
十
七
万
一
千
円

も
昭
和
5
5
年
度
に
お
い

て
解
消
し
黒
字
団
体
と

し
て
発
足
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
今
後

財
源
の
確
実
な
見
と
お

し
の
上
で
歳
入
規
模
を

定
め
、
投
資
的
経
費
に

つ
い
て
は
大
野
市
建
設

計
画
を
実

施
し
、
消

費
的
経
費

の
節
減
に

努
め
健
全

財
政
を
確

立
し
市
政

の
発
展
を

図
り
た
い

と
思
い
ま

ｔ
。

　
　

一
、
国

保
前
年
度

の
決
算
樟
要

　

国
保
特
別
会
計
の
決
算
内

容
は
、
昭
和
三
十
二
年
度
で

は
七
地
域
の
会
計
三
十
万
六

千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
保
険
税
、
一
部

負
担
金
な
ど
の
収
納
に
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て

は
こ
の
赤
字
を
消
化
し
て
、

な
お
九
万
六
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
大
野
地
域
は
再
開
後

第
二
年
度
を
迎
え
て
円
淆
に

運
営
が
で
き
、
三
千
円
の
黒

字
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

　

診
療
所
会
計
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
富
田
、
五
箇
両
診

療
所
を
合
せ
て
三
万
七
千
円

の
黒
字
を
繰
越
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

二
、
本
年
度
の
運
営
方
針

　

国
保
特
別
会
計
で
は
、
法

律
の
改
正
に
ょ
っ
て
一
部
負

担
金
が
療
養
取
扱
機
関
（
医

師
）
の
窓
口
で
支
払
う
よ
う

に
変
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の

国
庫
補
助
金
制
度
が
療
養
給

付
費
に
対
す
る
国
庫
負
担
制

度
に
改
め
ら
れ
た
の
で
、
保

健
サ
ー
ビ
芦
の
向
上
に
努
力

す
る
と
共
に
、
国
保
財
政
の

健
全
化
を
積
極
的
に
お
し
す

す
め
、
逐
次
給
付
の
改
善
と

拡
張
を
行
う
た
め
の
基
礎
を

養
い
た
い
と
考
え
ま
夕
。

兇
＆
ま
納
脱
佇
鰐
咀
ま
で

　

税
金
を
納
め
ら
れ
る
の
に

は
納
税
貯
蓄
組
合
を
利
用
さ

れ
る
の
が
一
番
便

利
で
、
し
か
も
報

奨
金
制
度
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の

で
お
得
に
も
な
り

ま
す
。

　

納
税
貯
蓄
組
合

に
毎
月
そ
の
人
の

一
年
の
税
金
の
十

二
分
の
一
に
相
当

す
る
金
額
を
貯
金

し
て
お
き
ま
す
と

税
金
の
納
期
が
来

れ
ば
組
合
か
ら
納

入
さ
れ
ま
す
。

昭和33年度起債認可状況 （単位千円）

区分 起債事業名
起胱認口丿額

摘要
政府資金 公募債 計

①一般会計　ィ公共事業　

口単独事業

②特別会計　ィ公共事業　

合計

談笑施設整備事業　

一般補助事業　一般単独事業　

簡易水道事業

ろ6，ろ00
ろ2，500　

1，800　
2，000　

1，000　1，000

37，300

ろ6，ろ00ろ2，500　

1，800　

2，000　1，000

　1，000
37，300

　西校建設　　　ろ1，000円｜

上庄小学校建設　　　　1，500円　

公営住宅建設　黒谷木落線　

木の本簡易水道

昭和33年度市税徴牧状況

人口一人当3．476円

　

一世帯当18．016円

　　

（人口46．969）

　　

（世帯9．063）

昭和33年度一般会計歳出経費別人口一人当額

6千9百41円

i億2千6百が｜！13

人口46969人

（単位円）｜

昭和34年度一般会計予算

歳入

科目 当初予算 六月追加更正計

　市税　
地方交付税公営企業財産収入

使用料及び手数料　

国庫支出金　県支出金　

寄附金　雑収入　

市債　
合計

14ろ，28ろ，600　
46，000，000　

6，798，000　

2，402，000　

ろろ，2ろろ，800　

5，829，600　

20，055，000　

41，101，000　

29，000，000

327，703，000

　　　－

ろ，020，000　　
ろ1，0001，088，ご00　

ろ50，0001，ろ12．400　　

　－6，080，900

14ろ，28ろ，600　
4ろ，000，000　

9，818，000　

2，Z12，000　

ろ4，ろ22，ろ00　

6，179，，70〔〕　

21，ろ67，40〔」　

41，101，000　

29，000，00〔〕

333，783，900

歳出

科目 当初予算 六月追加更正 計

　議会費　市役所費　

消防費　土木費　

教育費
社会及労働施設費　

保健衛生費　産業経済費　

財産費　統計調査費　

選挙費　公債費　

諸支出金　予備費　

合計

　4，787，00048，ろ6ろ，600

10，7ろ5，500
ろ4，ろ69，500
68．05ろ，ろ00

ろ0，891．700　6，445，200

65，ろ2ろ，200　2，241，000　　

ろろろ，ろ00　
1，074，000

17，568，000ろ6，617，700　　

90〔〕，000327，703，000

　　　558，000　　　
705，000　　

　ろ00，000　　　　　－

　2，5G9，200　

ろ，412，000　　　

　　－　1，777，700　

4．500，000　　　

　　－　　　　
　－　　　　　－

△7，681，000　　　　　－

　6，080，900

　5，ろ45，00049，068，600

11，0ろ5，500
ろ4，ろ69，500

70，562，500ろ4，ろOろ，700　

6，445，200

67，100，900　6，741，000　　

ろろろ，ろ00　
1，074，000

17，568，000
28，9ろ6，700　　

900，000333，783，900

五箇診療所

歳入

予算項目 当初予算額 計

　診療収入
使用料手数料
縁入金

縁越金雑収入

合計

127，600　1．000

ろ90，000　
2，000　
2，000

522，600

127，60〔〕　
1，00〔〕ろ90，00〔〕　

2，00〔］　2，00〔〕

522．600

歳出

施設費i511，100諸支出金j2，500

予備費9，000
合計j522，600

511，10〔〕　　2，50〔〕

　　9，00〔〕522，600

富田診療所

歳入

予算項目 当初予算額 六月追加予算 計

診療収入

使用料手数料繰越金

雑収入
合計

2．055，000　　11，000　

　1，000　　
ろ，000

2，070，000

402，000　　－

　　－
55，000

457，000

2，457，000　　
11，000　　
1，000　

　58，000
2，527，000

歳出

施設費

諸支出金予備費　　

計

2，0ろ1，700　　
18，ろ00　　
20，000

2，070，000

ろ79，00078，000

457，000

2，051，700　　18，ろ00　

　20，000
2・527・000

召和34年度国民健康保険特別会計歳入歳出予覚

歳入

予算項目 当初予算額
六月追加

予算

－＝－＝＝＝　　　

－

　　　－　　　

－

　81，000　　　

－

　81，000

計

　国保徴収全使用料手数料

国庫支出全県補助金

繰入余繰越全

雑収入
合計

2ろ，097，000　　　72，000

14，507，000　　
214，000　4，500，000　

　　1，000　　200，000

42，591，000

2ろ，097，000　　72，000

14，507，000　　214，000　

4，500，000　　
82．000　　

200，00042，672，000

歳出

予算項目 当初予算額 六月追加予算 計

役所費
保険給付費

保健施設費趣旨普及費

公債費

諸支出金予備費

合計

　4，879，200ろ5，651，000　　

222，100　　206，500

　　284，000　1，048，200　　

ろ00，000
42，591，000

　　－

81，000　　－

　　－　　

－81，000

　4，879，200ろ5；65i；ooo｜　　　

ろOろ，100　　
　206，500　　　284，000　

1，048，200　　　ろ00，000

j

42，672，000
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